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概要 
 
	 細胞の分化を左右する転写制御因子ネットワークは、

空間的そして時間軸に沿って制御されている。およそ 10

年前、ホメオティック遺伝子をはじめとする主要分化制

御遺伝子のほとんどがポリコーム群と呼ばれる一連のタ

ンパク質群によって制御されていることがゲノムワイド

解析によって報告された。それ以降、ポリコーム群によ

る遺伝子制御は爆発的に注目されるようになった。本セ

ミナーでは、我々の最新の成果を中心にポリコーム群の

機能と役割について紹介したい。	 
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